
登録期間 令和 6年 10月 1日～令和 7年 9月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 
※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

地域活性化伝道師プロフィール 分
野 

地域産業・イノベーション・農商工連携  農・林・水産業  

地域医療、福祉・介護、教育  観光・交流 ◎ 

地域コミュニティ・集落再生 ○ 環境  

地域交通・情報通信  まちづくり ◎ 

ふりがな さとうたいき 

氏名 佐藤 太紀 

所
属 

名称 株式会社エフエムもえる/株式会社コササル/NPO 法人留萌観光協会 

役職 代表取締役社長/代表取締役社長/会長 

連
絡 

住所 （公開） 
〒 077-0005 

北海道留萌市船場町２丁目 （職場） 

連絡先 
（公開） E-mail satotaiki[アットマーク]mac.com 

（公開） TEL 0164-42-3871 FAX  

連絡方法 Ｅ－Ｍａｉｌでお願いします 

略歴 

1970 年、留萌市生まれ。 大学卒業後、埼玉の建設会社に勤務。その後家業を継く�ために留

萌へ戻り建設現場 に従事。 2000 年よりまちづくりに関わり、地域の将来を考えると、地域住

民が主体となったまち づくりが不可欠であるという結論に至る。 住民が主体的に参加しやす

いコミュニティラジオ局を 2004 年に開局。 ラジオ局が情報の受発信基地であることから

2008 年より、地元の観光協会や自治体な どと連携し、情報ツールを拡張。 また、地域課題が

主体的な住民によって集積されるため、2012 年に地域課題を解決する株式会社コササルを設

立。2018 年に旅行業（二種）登録。 2016 年より留萌市の船場公園の管理を開始（現道の駅

るもい駅長）。これまでなかった留萌地域のケ�ートウェイとしてワンストップの情報・案内機

能を運営。地元食材の発信基地のほか、市民が誰でも飛ひ�込みで参加できるサテライトスタ

ジオも設置している。2019 年に日本コミュニティ放送協会代表理事を経て現在監事、また北

海道旅行業協会の監事も務め、地域の観光地域づくりと情報受発信の両輪を通じて地域活性

に努める。 

著作・論文等 なし 

取組概要 

一人でも多くの地域住民が地域のことを「自分事化」できることを目的としている。 またこの活

動を通じて地域の人・経済の活性を目指す。 

・コミュニティ FM ラジオ局「株式会社エフエムもえる」 地域の住民が主体的に関わる仕組みを

構築し、1000 人を超えるメンハ�ース�クラフ�、100 人のホ�ランティアパーソナリティ、

10 人の運営委 員会によって運営。住民が自主的に地域情報を集め、制作して放送する。365

日 24 時間放送。放送を通じた発言に権限と責任を持たせ ることで、批評家ではなく主体的に

まちに関わる人を増やす。２０１９年より全国３２２局が加盟する日本コミュニティ放送協会代表

理事に就任。 

・情報ツールの開発、運営 住民主導のフリーペーパー、観光ポータルサイト、8 市町村の

つながる手書きマップ、8 つのゆるキャラが合体するフル CG アニメーション、 地域食材をメ
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テ�ィアと捉えたコミュニティカフェテリアなど。連携により強い地域づくりができるという活動を

展開。 市民が主体性を持てるよう「受」発信には常に心がける。 

・拠点「船場公園」の運営管理 留萌市街地、留萌駅・留萌港に隣接し、国道交通結束点である

船場公園を、留萌管内(8 市町村)の入り口と捉え、観光・飲食インフォ メーションのほか、イン

ハ�ウント�対応コンシェルジュを設置（現在は駅長）。2018 年には旅行業免許を取得。(ワン

ストップで観光商品販売や募集旅行販売や、宿泊の手配なども行うため)。2020 年に道の

駅るもいとなった当公園は、現在 37 万人（留萌市人口の約２０倍）の来場者数。 

・地域課題解決会社「株式会社コササル」 域内体験観光商品の造成や販売、情報発信、商品

パッケージテ�サ�イン、会議の運営などを行うほか、地域 DMO の構築準備、地域フ�ラン

テ�ィンク�構築などを実施。現在は NPO 法人留萌観光協会会長を務める。 

メッセージ 

コミュニティ FM は今や３００局を超えました。 

地域によってざまざまな形や運営方法がありますが、まちづくりの拠点、人と情報の集積 

拠点としての能力は非常に高いです。 

ラジオに限らず、地域住民同士の有機的なつながりや、地域の課題をビジネスを通じて 

解決する多様な主体の緩やかなネットワークなど、「地域の自分事化」ができれば、ほと 

んど全ての課題は解決できると信じています。 

地域情報の流れを活性化するコミュニティ放送と外部からの情報とお金を誘導する観光 

事業は、まちづくりにおいて極めて親和性が高い両輪であると実感しています。 

このほか、住民主体での行政との関わり方など、地域のまちづくり活動で、苦悩される人 

たちとともに考え、ともに行動できる方、そして本当に私の経験を必要としていただける 

方との出会いを楽しみにしています。 

関連ホームページ 

http://www.moeru.co.jp、

http://rumoiclub.net、

http://rumoifan.net、

https://www.rumoiclub.net/pamp

hlet/map/、

https://www.michinoeki-

rumoi.info/ 

活動エリア 全国 


